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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ７月 No.269 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 293回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ６月 ２日（日） 晴れ    報告：田中正彦 

早朝から大麦の脱穀があり、それが終わるのを待って 10 時過ぎから

観察会を開始しました。最初に谷津田を散策。ミナミメダカの群れやト

チカガミの群落は健在でしたが、ヒシがはびこりはじめ、一部水面を覆

っていました。今後他の生きものたちへの影響が懸念されます。田んぼ

の淵では、珍しいオニスゲが実になっていました。ヨシ原ではオオヨシ

キリが盛んにさえずっていました。ヒクイナの声は聞かれず、繁殖に入

ったと思われました。 

森はアカメガシワやヌルデが観察路をふさぐように成長していまし

たが、その中で隠れるようにナルコユリやフタリシズカなどが生えてい

ました。夏間近を感じる観察会になりました。  参加者１３名（大人１０名、大学生２名、高校生１名） 

     
下大和田ＹＨＰ「大麦の脱穀」 2024 年 ６月 ２日 晴れ                    報告：平沼勝男  

観察会と並行して大麦の脱穀をしました。種を撒いたのが昨年の１１月。

刈り取りをしたのが５月 25日及び 26日。この日以外も少しずつ刈り取

りしていました。それでも刈り取りができたのは作付け全体の３分の２

位でしょうか。残りはまだ畑に生えたままです。４トントラック一杯に

なった大麦の穂をお米と同じ脱穀機で脱穀。丈が長く、株分けしていな

い大麦の脱穀は初体験でした。しかし我らが脱穀機は頑張ってくれて、

４トン車一杯の大麦は約３時間で脱穀し終わりました。収量は約 62Kg。 
参加者１１名（大人８名、大学生２名、高校生１名） 

 
第３０４回 下大和田ＹＰＰ「復田作業Ⅱとジャガイモの収穫」  2024 年 ６月 ８日 晴れ      報告：平沼勝男 

お借りすることになった元の田んぼの復田作業の一貫として、アシ原の刈り払い作業をしました。数年間放

置されていた田んぼにびっしり生えたアシ原はなかなか手ごわい相手で、刈払機３台と途中から強力な助っ人

の登場もあり、計４台となりましたが、一部を残して終了となりました。足元が悪く、倒伏していたアシも邪

魔でなかなか作業は進みませんでした。疲労困憊です。お疲れさまでした。畑では、ジャガイモの収穫やトマ

トの芽欠きと支柱立てを行いました。             参加者１０名（大人９名、大学生１名） 

 
森と水辺の手入れ「小麦の収穫と脱穀」 2024年 ６月１６日 くもり                  報告：平沼勝男  

昨年の暮れから始めた小麦の収穫をしました。作付面積が広いうえ

に作業の日程が限られることから心配していましたが、人数が来てくれ

たのと、脱穀機にある工夫をしたことで結果的にはすべての小麦を刈り

取ることができました。脱穀はあとわずかを残すのみでした。 

脱穀機の工夫とは脱穀機を麦畑に持ち込み、刈り取るそばで脱穀機

を回すことです。水田とは違い麦畑だからできる方法です。脱穀で出て

くる麦わらもその場で撒くことができます。自走式の脱穀機の強みをこ

の日ほど強く感じたことはありません。残念だったのは調子よく働いて

くれた脱穀機でしたが、残りもう少しというところでとまってしまった

こと。原因は収穫物が左右の袋に入れ分ける二股の部分に麦が詰まってしまった事のようです。    
参加者１５名（大人１３名 大学生１名、中学生１名） 

 

＜小山町での活動＞  

☆あすみ小学校田んぼ田植え ６月 ３日（月）報告：赤シャツ親父 

朝方には小雨が降っておりましたが、30 分遅らせて開始となりました。子どもたちも先生もほぼ初体験な

上、慌ただしさに不安も混ざる挑戦でしたが、開始早々、子どもたちの元気パワー炸裂！田んぼ全体のやる気

ボルテージは一気にあがりました。先生方、大勢参加いただいたボランティアさんもフル回転で活躍され、あ

すみっ子たんぼも無事、全面田植えを終えることができました。苗に注入されたパワーを糧に、すくすくと育

ってほしいと願うばかりです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



☆大椎小学校田んぼ草取り ６月２５日（火）報告：たんぽぽ 

前週にはまとまった雨が続いており心配されましたが、当日の実施時刻は日差しも感じる曇りになりました。

田植えの頃と比べ、小学校田んぼの苗もぐんと成長して、子どもたちからも驚きの声が飛び出しました。歩き

にくい泥の中、ちいさな足で一生懸命草を踏んだり、小さな手で抜いたりする様は、苗のより元気な成長を願

う様でした。保護者ボランティアさんも一生懸命に草を刈って下さり、田んぼの中も回りも、ずいぶんきれい

になりました。きっと、美味しいお米に育ってくれる！と感じました。 

 

☆第 226回 小山町 YPP「古代米の田植え」６月 ８日（土）報告：赤シャツ親父 

６月は 5日以降連日夏日、蒸し暑さも感じる中での作業でした。田植えに待った無しの時期となり、作業を

分担。2名はアザミ谷の緑米の田植え、当方は YPP田んぼの草取り作業、１名はマイ田んぼの田植え作業へと

別れ、それぞれ着実に進行しました。なお、YPP田んぼは 20日、アザミ谷は 22日に田植えを終えました。今

期は小山全体にカモによる苗抜き被害が目立っており、その状況や対策の工夫などのシェアが活発に行われて

おります。ただただ、順調に育ってほしいと願うばかりです。         参加者４名（大人４名) 

 
【谷津田・季節のたより】 2024年 ６月 

＜下大和田町＞ 報告（平：平沼勝男、田：田中正彦） 

6/2 オニスゲが結実する（田） 6/14 ヒクイナの雄が雌を呼ぶ声が盛んに聞こえる。昨年に引き続き繁殖

を期待。（田） 6/29 ウシガエル（中型の雌）が罠にかかる。オモダカの可憐な白い花にモンシロチョウが

吸蜜。シオカラトンボが交尾の為オス・メス連結した状態で飛翔。森でナンテンの花みつける（平） 18:45

から第 15回ヘイケボタル観察会を実施。かつてなかったほど多数のホタルが舞っていた（田） 

 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、赤：赤シャツおやじ、高：高山） 
6/8 ショウジョウトンボ、キイトトンボ飛来 (赤) 6/11 田んぼからアキアカネが次々と羽化。マユタテアカ

ネも 1 頭見る（高） 6/14 オオシオカラトンボが飛び始める（高） 6/15 オオスズメバチが林縁を飛ぶ。巣

の場所を探しているのか？（高） 6/19 前日の大雨影響か、りんどう広場裏の道路に折れた巨木が大きな音を

立てて落下(た) 6/22 セグロセキレイが若鳥 3羽だけで田んぼで餌さがし、ツバメのカップルが田んぼで泥集

め、ノシメトンボを初認（高） 6/25 大椎小草取り。子どもがクサガメの赤ちゃんと立派なサワガニを見つけ

る（た) 6/26 アジアイトトンボがつながって飛ぶ（高） 6/27 ナツアカネが田んぼから多数羽化（高） 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・森と水辺の手入れ 
日 時：2024年 ７月２１日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：森の散策路の整備をします。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・お楽しみ会 

日 時：2024年 ７月２７日（土） ９時 45分～１２時  

内 容：普段活動している谷津田で、魚採りやザリガニ釣り、フィールドビンゴなどを楽しみます。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物 
・第 295回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年 ８月 ４日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：こども達の大好きなカブトムシやクワガタムシ、トンボやセミなど夏の虫の季節です。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 228回 小山町ＹＰＰ「畦・水路の整備」 

田植えの終わった田んぼに水がうまく回るように水路と畦を整備します。 
日 時 : 2024年 ７月１４日(日)  １０時００分～ ☆小雨実施 

場 所 : 小山町谷津田 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 
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